
はじめに

日本では生まれて成人するまでに、多くの子どもが運動遊びや

スポーツを経験しながら成長しています。鉄棒やぶらんこなど、

公園や校庭にある遊具で遊んだり、なわとびや自転車遊びなどの

モノを使ったり、おにごっこなど周りの友だちとルールのある遊

びをしながら、体の動かし方やモノの操作方法、他者との関わり

やルールを守ることなど、多くを学びます。就学前からスイミン

グスクールで水に慣れ、小学校低学年までに四大泳法を身につけ

る子どもも多くいます。そして小学校に入学する頃から、サッカー

やバスケットボール、バドミントンやバレーボールなどのいわゆ

る“スポーツ”に取り組み始めます。こうしたスポーツは、自宅

の近くにあるクラプなど決められた活動場所と活動時間、指導者

がいる環境で行われることが多く、子どもたちは、そこでスポー

ツの技術だけではなく豊かな社会性を身につけていきます。

このように遊びやスポーツ活動は、今や人間の成長においては

欠かせないと言っても過言ではないでしょう。しかし残念なこと

に、そのようなスポーツの指導においては、一般社会ではとうて

い許されないような言動が行われてきました。一昔前までは、そ

うした言動がスポーツならではの“指導”であり、その指導から

学んだことが社会人になって役に立つと多くの人に考えられ、社

会で受け入れられてきたのです。

時間の流れとともに、子どもの育て方や他者とのコミュニケー

ション等に関する社会の考え方や制度は大きく変わってきました

が、スポーツの指導環境はそうした時代の変化に遅れをとってい

ます。そのため、今でもスポーツ指導の中で多くの子どもや青少
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年、競技者たちが暴力や暴言をはじめとするハラスメントを受け

続けています。

このような問題は日本だけが抱えているわけではありません。

スポーツ大国と呼ばれる国々でも生じており、各国で独自の予防

策や対応策が取られ始めています。そして、こうした動きをオリン

ピック大会の主催団体である国際オリンピック委員会がリードす

るかたちで普及させ、“セーフスポーツ”すなわち「参加者が成

長し、スポーツ参加によるあらゆる恩恵を享受できるような身体

的にも心理的にも安全で支援に満ちたスポーツ環境」を重要視す

る考えが広がりつつあります。

こうした現状に対して、日本のスポーツ界も 10年ほど前からよ

うやく対策を取り始めました。各スポーツ団体による、ハラスメン

ト予防を目的とする研修会の開催もその一つです。筆者はそうし

た研修会の講師を務める機会に恵まれ、国内外のスポーツ界にお

けるハラスメントに関する情報を集めてはスライドにまとめ、数

えきれないくらいの方々にハラスメントの予防・対応策について

話をしてきました。

本書は、これまで蓄積してきた研修会の情報や、それにまつわ

る経験の集大成です。

第 1 章ではスポーツの歴史や理念、スポーツが持つ暴力性や

ジェンダー的な側面、権利との関係についての概要、さらにはス

ポーツを取り巻く社会環境の変化について紹介しています。これ

らは、本書のテーマであるハラスメントについて考える際に知っ

ておいてほしい知識として取り上げていますが、ハラスメント問

題自体について学びたい方や、被害にあったので現実的な対処を

知りたいという方は後回しにしていただいても構いません。

第 2 章ではスポーツ環境で生じるハラスメントに関する基本的

な考え方や知識をまとめています。これらには一般的な社会生活



におけるハラスメントと同じ内容と、スポーツ環境特有の内容が

あり、本書における一つの柱となります。第三者介入をはじめと

して、スポーツ環境のハラスメントについての考え方や知識は、

日常生活におけるハラスメント場面にも応用していただけると思

います。

第 3 章はスポーツ環境でハラスメントを起こさないための「予

防」に焦点を当てています。どちらかというとスポーツ団体向け

の内容になりますが、「指導者」や「競技者・実施者」「保護者」

といった対象者別にもハラスメントを起こさないための予防策を

紹介しています。

第 4 章ではハラスメントが起こってしまった場合の「対応」に

ついて取り上げています。この章はハラスメント被害を受けてし

まった方が相談や苦情申し立てを考えたときの視点で説明してい

ます。同時に各種スポーツ団体にとっては、そうした視点を通じ

て自団体の対応策を講じたり、見直すきっかけにできるでしょう。

第 5 章では、これまでの研修会で取り上げてきたケーススタ

デイの中から20ケースを厳選し紹介しています。各ケースについ

て「自分だったらどうするか」という視点で考えることで、ハラ

スメントについての理解を深めてください。

研修会の蓄積をまとめた本書が多くの方々に読まれ、その読者

がスポーツ環境におけるハラスメントについて考え行動してくだ

さることで、そう遠くない将来には日本でも充実したセーフス

ポーツの環境が整うことを願っています。

. . . 
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第 1 章 スポーツについての理解を深める

第 1 節

スポーツの歴史と理念

ー

5心

スポーツの始まり

key point 

■ 古代オリンピックでは、男性たちが現代の陸上競技や格闘技

を行っていた

■ 目的の一つは、当時の戦士たちの戦闘能力を高めることに

あった

■ 中世のヨーロッパでは群衆でボールを追いかけるフットボー

ルが行われていた

■ 明文化されたルールはなく、プレーはとても荒々しく暴力的

だった

■ スポーツ競技の多くは19世紀中頃からイギリスで、大英帝

国の将来を担う人材を育成する目的で誕生した

■ パブリック・スクールの男子生徒たちが、スポーツ競技を通

じて社会のリーダーとして育つことを期待されていた

現代のスポーツの原型ともいえる身体活動は、人類の歴史にお

いてかなり昔から行われていました。古くは、古代オリンピック

と呼ばれる競技会がギリシャで開催されており、男性たちが現代

の陸上競技や格闘技のような身体活動を行っていたといわれてい

ます。こうした活動は当時の戦士たちの戦闘能力を高める訓練の

一環とされ、競技は実戦さながらに行われており、死者が出るこ

2
 



第 1 節スポーツの歴史と理念

とも珍しくなかったそうです。

また中世の頃になると、ヨーロッパでは現在のサッカーやラグ

ビーの原型となるような、群衆が 1 つのボール状の物体を追いか

けるフットボール的な身体活動が行われていました。しかしこの

頃の身体活動には、現代のスポーツが持つような明文化された

ルールがあるわけではなく、試合をする時間や場所の範囲、プレー

ヤーの人数等も明確には決まっていなかったようです。またそう

した身体活動のプレーヤーは基本的に男性たちであり、プレー自

体はとても荒々しいもので、怪我人や死人が出ることもまれでは

なく、暴力性にあふれたものでした。そのため、人々の暴動を恐

れた時の権力者によって禁止令が出されたという記録もあります。

私たちが行っているスポーツ競技の多くはイギリスで誕生しま

した。例えば中世に起源を持つフットボールに似た身体活動は、

19世紀中頃からイギリスのパプリック・スクールと呼ばれる学校

の男子生徒たちによって行われるようになりました。パブリッ

ク・スクールは、もともとは寄付によって運営される貧しい家庭

の子どもたちにも教育を施すための学校でしたが、次第に授業料

を自己負担できる上流階級やプルジョワ階級の子どもたちが多数

を占める学校に変わっていきます。その中でフットボールをはじ

めとする身体活動は、当時、世界の覇者であった大英帝国の将来

を担う人材を育成するツールとして使われたのです。パプリック

・スクールの男子生徒たちは、そうした身体活動を通じて、勇気

や忍耐、判断力や決断力、犠牲的精神やたくましさ等を身につけ、

社会のリーダーとして育つことを期待されたのです。

3
 



第 1 章 スポーツについての理解を深める

n

穴
スポーツと暴力の関係

々keypoint 
■ 現代のスポーツは各競技それぞれにルールがあり、どこまで

の身体接触が許されるのかについて定められている

■ 一般社会では許されない身体接触がスポーツの世界では許さ

れるのは、ルールによって定められ、組織によって管理され

ているからである

•スポーツであっても、ルールで定められた範囲外の暴力的行

為は一般社会で行われた場合と同様に処理される

•スポーツは、ルールによって暴力性をコントロールしている

からこそ成り立っており、そのコントロールが効かなくなっ

てしまえば成り立たなくなる

古くから人間が行ってきた身体活動は、現代のスポーツと比べ

ると極めて暴力性にあふれるものでした。しかし、現代のスポー

ツは各競技それぞれにルールがあり、どこまでの身体接触が許さ

れるのかについて定められています。例えばサッカーでは肩と肩

をぶつけ合うショルダーチャージは許されていますが、前進して

くる相手選手を阻んだり、ボールを奪うようなタックル類は一切

許されていません。他方、ラグビーではボールを持っている相手

の肩から下の範囲でタックルが許されています。

しかし、自分の身体を相手の身体にぶつけるというタックルを

行うことは一般社会の生活では許されていませんし、もし行えば

法律に基づいて訴えられ、場合によっては罰せられるでしょう。

このように一般社会では許されない行為がスポーツの世界で許

されるのは、そうした行為が野放しにされずルールによって定め

4
 



第 1 節 スポーツの歴史と理念

られ、きちんとした組織によってそのルールが管理されているか

らです。

ルールは限定的なものですので、ルールで定められた範囲外で

暴力的な行為を行えば、それは一般社会で行われた場合と同様に

処理されます。ルールで定められた範囲外とは、具体的にはプレー

が行われている時間外であったり空間の外ということになりま

す。数年前にアメリカンフットボールの試合でのタックルが大き

な問題になったように、たとえ試合中であってもプレーが止まっ

ているときに相手にタックルをすれば、それはルール違反になり

ますし、相手が甚大な被害を受けた場合、法律の処罰の対象にな

る可能性すらあります。

以上のことは、当たり前といってしまえばそれまでですが、ス

ポーツと暴力の関係を考えるうえでは大事な事柄です。なぜなら

ば、相手と格闘したり身体接触を伴うスポーツは、ルールによっ

て暴力性をコントロールしているからこそ成り立つのであり、そ

のコントロールが効かなくなってしまえば、スポーツそれ自体が

成り立たなくなるからです。

m

代

ジェンダー視点から見たスポーツ

key point 

■ スポーツは男たちの文化として成立し、発展してきた

■ スポーツを通じて“男らしさ＂、つまり勇気や忍耐、判断力

や決断力、犠牲的精神やたくましさ等を身につけることが期

待された

■ 現在でもスポーツを行うことの意味やスポーツによって期待

される効果、スポーツを取り巻く環境には男女差がある

5
 



第 1 章 スポーツについての理解を深める

■ 男子は早い時期からスポーツ活動をやり始め、社会性を身に

つける

•スポーツは男性間にも序列を形成する

■ 男子はスポーツ集団に所属することで暴力性を身につけてい

る可能性がある

■他方、女子はスポーツにおいても他人の面倒を見ることが期

待されている

スポーツは、男たちの文化として成立し、発展してきました。

スポーツを通じて身につけることを期待された勇気や忍耐、判断

力や決断力、犠牲的精神やたくましさ等は、“男らしさ”と言い

換えることができます。

今でこそ女子や女性がスポーツをすることも当たり前になって

きましたが、身体を激しく動かしたり接触したり、暴力性を伴う

というスポーツの特性は、スポーツが成立した当時の社会におけ

る‘'女性らしさ”や女性の役割にはそぐわないとされ、また女性

が激しいスポーツをすると出産できない身体になってしまうと真

剣に考えられていたのです。女性スポーツの発展はそうした反対

論との闘いでもありましたし、スポーツを行う女性たちは少なく

とも“男らしさ”を身につけることは期待されていませんでした。

現在でも、スポーツを行うことの意味やスポーツをすることに

よって期待される効果、あるいはスポーツを取り巻く環境には男

女差があります。就学前後の子どもがよく行う運動遊びやスポー

ツを調べた調査結果（図表 1-1) によると、男女とも上位には

ぶらんこやおにごっこ等の運動遊びが並びますが、男子では 4 歳、

女子では 5 歳からスイミングが上位に上がってきます。また男子

では 5 歳からサッカーが、 8 歳からはバスケットボールも上位 5

位にランクインし、この傾向はその後も続きます。それに対して

6
 



第 1 節 スポーツの歴史と理念

◆図表 1 -1 子どもがよく行う運動遊びやスポーツ（男女別）調査

1 位おにごっこ (77.8)

2位ぷらんこ (70.4) スイミング (40.9)

3位かくれんぽ (63.0) ウォーキング (31

4位散歩（37.0) ぷらんこ (31.8)

5位自転車あそび (33.3) おにごっこ（27.3)

かけっこ (27.3)

ぷらんこ (36.8)

守転車あそび（40.0)| スイミング（36.6)
3位なわとび (40.0) 自転車あそび (32.4)

’•一嘗9 ｫJ  9し·し ·ヽし 、ツV・

転車あそび (37.7) サッカー (44.9)

わとび (36.2) ドッジポール (43.6)

4位スイミング (34.8) スイミング (42.3)

2位なわとび (41.9) ドッジポール (49.5)

3位ぷらんこ (39.2) サッカー (35.5)

4位自転車あそび (32.4) スイミング (35.5)

5位ドッジポール (32.4)なわとび (17.2)

バスケットポール(17.2)

スイミング (44.9)

ドッジポール (43.8)

:: I;;:;:: (33 8)I:;:; ::: :: 

おにごっこ (50.0)

ドッジポール (47.4)

:: I:;::;):3(:::) I:;::;3::)5) 
にごっこ (48.0)

ッジポール (30.1) にご5ご百五
わとび (29.3)

笹川スポーツ財団（2025) 子ども•青少年のスポーツライフデータより

女子ではスイミング以外のいわゆるスポーツ活動が上位 5 つに入

るのは12歳からで、それらはバドミントンやソフトテニス、卓球

といったネット型競技です。こうしたスポーツ系の活動は組織化

された、つまり指導者がいて練習場所や練習時間が決まっていて、

7
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指導者の指示に従いつつ仲間と一緒に練習をするようなかたちで

行われると思われます。つまり男子は女子よりも早い時期からス

ポーツ活動に関わり始め、その中で社会性を身につけ始めること

になります。スポーツ活動を通じて得られる経験には、すでに就

学前の子どもの段階で男女差が生じているのです。

スポーツはさらに、男性間の序列形成にも関わっています。読

者の皆さんが小学生の頃、クラスで人気者の男子はたいていス

ポーツが得意だったのではないでしょうか。現代の子どもたち、

特に男子たちにとってもスポーツは非常に人気があり、スポーツ

の経験や能力は体育の授業を超えて、男子の間に学校生活全般に

おける序列を作り出しています。そして、スポーツが生み出す多

くの価値の中で、あまりにも優劣や勝敗だけが重視された結果、

「体育嫌い」を生み出してしまうのです。

高校生の運動部活動ではこれまで指導者による暴力を伴う指導

が問題になってきましたが、最近では特に男子生徒同士のハラス

メント行為が目立ち始めました。たかだか 1~2歳の年齢差によ

る先競後競関係に基づき、一般社会で行ったならば暴行罪や強要

罪が成立するかもしれない行為が、野球やサッカーといった運動

部活動の内外で行われています。スポーツはルールによって暴力

性をコントロールしているからこそ成り立つと説明しましたが、

スポーツを専門的に行っていることや競技能力が高いことは、必

ずしもスポーツの本質的な学びにはつながっていないようです。

むしろ、スポーツ集団に所属することを通じて、暴力性を身につ

けてしまっているのかもしれません。

他方、男子高校生のスポーツ活動を女子のマネージャーがサ

ポートしている部活動も少なくありません。マネージャーとは

いっても、部活動を行う団体のマネジメントをしているわけでは

なく、多くは飲料水の準備やグラウンドの整備、練習のサポート

8
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等を行っているようです。こうした役割は「他人の面倒を見る」

と表現することができ、一般社会において女性が家庭内や職場で

期待され、実際に行っている役割と概して一致します。

本来、こうした役割はスポーツを行う本人たちが自ら行うべき

ことなのですが、それを女子に委ねているわけです。その一方で、

男子たちは社会では許されない程度の暴力を行い問題になってい

る。最近の運動部活動の現状を俯厳的に見ると、こうした構図に

あるように感じられます。

スポーツを通じてこのような子どもたちが成長しているのだと

すると、私たちはそうしたスポーツが実践されている場やそこで

の指導、そしてスポーツそれ自体の捉え方を考え直さなければな

らないでしょう。スポーツは、性別にかかわらず、私たちの生活

や人生をより農かにするものとしてあるはずです。

N 権利としてのスポーツ

q
 

key point 

•スポーツの実践を人々の権利と捉える考え方は、海外では

1970年代から検討されてきた

I>「体育・スポーツの実践はすべての人にとって基本的権利であ

る」 （ユネスコ、体育・スポーツ国際憲章第 1 条、 1978年）

I>「スポーツをすることは人権の 1 つである」

（国際オリンピック委員会、オリンピックの根本原則 4)

I>「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々

の権利であり…」 （スポーツ基本法前文）

■ スポーツ関係者全員が自覚し大切にしなければならない事柄

である

, 
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スポーツの実践を単なる余暇活動や娯楽ではなく人々の権利と

捉える考え方は、海外では1970年代から検討されてきました。

1978年に国連の教育・科学・文化に関する専門機関であるユネス

コが採択した「体育・スポーツ国際憲章」（現在は「体育・身体

活動・スポーツ国際憲章」※ 1) の第 1 条では「体育・スポーツの

実践はすべての人にとって基本的権利である」とうたわれ、また

国際オリンピック委員会が定めるオリンピック憲章においても、

「スポーツをすることは人権の 1 つである」（オリンピックの根本

原則 4) とされています。

このようなスポーツの実践を国民の権利とする認識は、日本で

も最近になってようやく広まりつつあります。 2011年に施行され

たスポーツ基本法では、前文において以下のように述べられてい

ます。

スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての

人々の権利であり、全ての国民がその自発性の下に、各々の

関心、適性等に応じて、安全かつ公正な環境の下で日常的に

スポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、又はスポーツを支え

る活動に参画することのできる機会が確保されなければなら

ない。 （スポーツ基本法前文より抜粋）

こうした考え方は、単に法律の中で述べられていることとして

受け流してしまうのではなく、スポーツを行う人、ボランティア

を含めたスポーツ指導者、学校や地域のスポーツクラプ運営者、

協会や連盟などのスポーツ団体管理者、スポーツを行う子を持つ

保護者など、様々な形でスポーツに関わる人たちが自覚し、大切

にしなければならない事柄です。
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